
峡西病院・峡西老人保健センター・きづな
・アルプス訪問看護ステーション

乗鞍岳は北アルプス最南端に位置する火山です。日本百名山に選定されており、最高峰は剣ヶ峰で

標高は3026m。山頂には朝日権現社と乗鞍本宮神社奥宮の祠が背中合わせに建っています。古から

信仰の山として知られ、円空上人や木食上人も山籠りしたといわれています。また水神である梓

水神がおわすとして古来より信仰されており、山頂近くの権現池は雨乞い祭事の場でした。3026ｍ

の高峰ですが、車道が2702ｍまで通じており、簡単に山頂に立つことができます。雄大な北アルプス

の山々や火口湖、高山植物が咲き乱れる平原など変化にとんだ景観を楽しむことができます。写真

は剣ヶ峰から見た火口湖の権現池。
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法
人
委
員
会
紹
介

教
育
委
員
会

　

当
法
人
の
理
念
は
、「
そ
の
人
ら
し
さ

を
と
も
に
創
造
す
る
」
で
す
。
理
念
を

具
体
的
な
形
に
す
る
た
め
に
は
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が
能
力
や
可
能
性
を
発
揮

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
教
育
委
員
会

は
、
法
人
理
念
の
実
現
を
見
据
え
て
、

職
員
に
対
す
る
学
び
の
機
会
を
提
供
す

る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
人
材
育
成
」

を
担
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
教
育

委
員
会
に
所
属
す
る
委
員
が
講
師
に
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
質
的
に

は
「
研
修
実
施
に
関
す
る
企
画
・
調
整
」

の
機
能
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　　

法
人
の
研
修
体
系
は
、
次
の
よ
う
に

整
理
さ
れ
ま
す
。

①
時
間
外
研
修

　

全
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
で
す
。

年
間
の
行
動
指
針
・
戦
略
と
な
る
事
業

計
画
や
、
医
療
安
全
な
ど
の
重
要
事
項

の
他
、
防
災
や
個
人
情
報
保
護
、
職
員

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
、
テ
ー
マ
を

幅
広
く
取
り
扱
い
ま
す
。
職
員
個
人
の

取
り
組
み
目
標
で
あ
る
「
目
標
管
理
」

の
発
表
も
行
い
ま
す
。

②
新
任
者
研
修

　

新
入
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
で
す
。

精
神
科
医
療
・
看
護
、
福
祉
に
関
す
る

基
本
的
な
事
項
や
、
患
者
様
と
の
接
し

方
な
ど
を
学
び
ま
す
。
一
年
間
を
か
け

て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
従
事
者
と
し
て
の
、

法
人
職
員
と
し
て
の
土
台
（
基
礎
）
を

つ
く
り
ま
す
。

③
職
能
別
研
修

　

看
護
師
な
ど
の
専
門
職
ご
と
に
、
そ

の
分
野
の
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
研
修
で
す
。

④
事
業
別
研
修

　

法
人
部
門
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
研
修

で
す
。
例
え
ば
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部
で
は
毎
月
、
各
グ
ル
ー
プ
全
職
員

参
加
の
研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
互
理
解
や
協
働
の
組
織
体
制
を
醸
成

す
る
た
め
の
研
修
や
、
事
例
を
通
し
て

連
携
を
深
め
る
研
修
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

人
材
育
成
は
、
そ
の
重
要
性
は
誰
も

が
理
解
し
て
い
て
も
、
ど
の
よ
う
に
実

施
す
る
か
、
い
か
に
継
続
で
き
る
か
と

い
っ
た
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

必
要
以
上
に
研
修
を
実
施
し
、
心
身
に

負
担
を
か
け
す
ぎ
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

今
年
度
の
教
育
委
員
会
で
は
、
研
修
の

企
画
や
実
施
調
整
に
努
め
る
だ
け
で
な

く
、
法
人
の
研
修
体
系
の
在
り
方
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
を
重
ね
た
い
と
思
い

ま
す
。
法
人
の
基
本
方
針
で
は
、「
職
員

が
生
き
生
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
教

育
や
労
働
環
境
の
整
備
」
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
こ
の
基
本
方
針
の
具
体
的
な
方

策
を
示
す
こ
と
が
、
教
育
委
員
会
の
使

命
で
す
。

　

診
療
報
酬
対
策
委
員
会
は
令
和
２
年

か
ら
活
動
を
開
始
し
た
比
較
的
新
し
い

委
員
会
で
す
。

　　

我
が
国
で
は
全
国
民
に
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
公
的
医
療
保
険
制
度

が
あ
る
た
め
、
病
気
や
け
が
な
ど
の
際

に
保
険
証
を
提
示
す
れ
ば
、
誰
で
も
必

要
な
医
療
行
為
（
診
察
、
治
療
、
処
方

な
ど
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医
療
機
関
に
、
そ
の
対
価
と
し
て
支
払

わ
れ
る
費
用
は「
診
療
報
酬
」と
呼
ば
れ
、

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
た
医
療
行
為
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
点
数
を
足
し
合
わ
せ
て

算
出
し
た
金
額
と
な
り
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
自
己
負
担
分
（
原
則
３
割
※
年
齢

や
所
得
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
）
は
患

者
さ
ん
が
、
残
り
は
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
者
が
、
医
療
機
関
に
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　　
「
報
酬
」
と
い
う
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
か

ら
、
医
療
関
係
者
以
外
に
は
「
診
療
報

酬
」
は
全
て
が
医
師
の
収
入
だ
と
勘
違

い
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
医

療
機
関
で
は
医
師
、
看
護
師
そ
の
他
さ

ま
ざ
ま
な
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
働
い
て
い

ま
す
。
そ
の
ス
タ
ッ
フ
に
係
る
人
件
費

の
他
、
医
薬
品
・
医
療
材
料
の
購
入
費
、

医
療
機
器
・
機
材
に
係
る
費
用
、
施
設

維
持
・
管
理
費
用
は
主
に
「
診
療
報
酬
」

か
ら
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

診
療
報
酬
の
点
数
は
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
医
療
行
為
ご
と
に
厚
生
労
働
大
臣

が
細
か
く
決
め
て
い
ま
す
。
医
療
行
為

に
対
す
る
価
格
は
、
医
療
行
為
ご
と
に

決
め
ら
れ
た
点
数
を
基
に
「
１
点
＝
10

円
」
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。（
例
え
ば
、

初
診
料
２
８
８
点
だ
と
２
，
８
８
０
円

に
な
り
ま
す
）
こ
の
医
療
行
為
ご
と
の

点
数
「
１
点
＝
10
円
」
と
い
う
金
額
は
、

全
国
ど
こ
で
も
同
じ
で
す
。

　

診
療
報
酬
の
点
数
は
、
医
療
の
進
歩

や
日
本
の
経
済
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

通
常
２
年
に
一
度
見
直
し
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
「
診
療
報
酬
改
定
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は
こ
の
２

年
に
一
度
の
診
療
報
酬
改
定
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
診
療
報
酬
改
定
に
あ
た
っ
て
は
国
（
厚

生
労
働
省
）
の
方
針
を
読
み
解
く
こ
と

が
大
変
重
要
で
す
。
従
来
の
診
療
点
数

の
算
定
条
件
が
強
化
さ
れ
る
も
の
、
緩

和
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

新
設
さ
れ
る
診
察
料
や
加
算
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
少
し
で
も
早
く

院
内
で
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

医
療
技
術
者
た
ち
の
医
療
行
為
を
病
院

の
診
療
報
酬
（
収
入
）
に
着
実
に
結
び

付
け
て
い
く
こ
と
が
診
療
報
酬
対
策
委

員
会
の
使
命
で
す
。

法
人
委
員
会
紹
介

診
療
報
酬
対
策
委
員
会
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理　
由

は
じ
め
に

　

科
学
的
介
護
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
の
「
自
立
支
援

促
進
加
算
」「
科
学
的
介
護
推
進
体
制
加

算
」
に
対
す
る
評
価
、
支
援
計
画
書
を
期

限
内
に
デ
ー
タ
入
力
し
安
定
的
に
加
算
が

取
得
で
き
る
。

　
科
学
的
介
護
と
は

「
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
介
護
」

　

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
と
は

「
科
学
的
介
護
情
報
シ
ス
テ
ム
」

　

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
加
算
と
は

「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
へ
情
報
提
供
を
し
た
事
業
所

に
対
し
て
加
算
を
行
う
制
度
」
の
こ
と
を

指
す
。

　

令
和
３
年
度
介
護
報
酬
改
定
で
Ｌ
Ｉ
Ｆ

Ｅ
関
連
加
算
が
施
設
運
営
に
大
き
く
影
響

合
は
、
数
日
で
評
価
し
デ
ー
タ
入
力
を
す

る
事
が
必
要
と
な
っ
た
。

❹
帳
票
各
項
目
毎
の
担
当
者
と
評
価
手
段

の
決
定

⑴
科
学
的
介
護
推
進
に
関
す
る
評
価

・
毎
月
月
末
締
め
切
り
と
す
る

・
基
本
情
報・服
薬
管
理　
➡
事
務
長
入
力

・
口
腔
・
栄
養　
➡
管
理
栄
養
士
入
力

・
Ａ
Ｄ
Ｌ
評
価　

➡
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
中
に
ケ
ア
マ
ネ
が
入
力

・
認
知
症
評
価　

➡
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
内
で
介
護
看
護
ス
タ
ッ
フ
が
評
価
し
ケ

ア
マ
ネ
が
入
力

⑵
自
立
支
援
促
進
に
関
す
る
評
価
、
支
援

計
画
書

・
手
書
き
記
載
の
為
、
毎
月
16
日
締
切
り

と
す
る
。

・
日
常
生
活
自
立
度
等

　
　
➡
ケ
ア
マ
ネ
入
力

・
基
本
動
作
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
時
間
、
支

援
計
画
等

　
　
➡
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
入
力

・
支
援
実
績
、
支
援
計
画
書

　
　

➡
担
当
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
評
価
し
ケ

ア
マ
ネ
が
入
力

☆
両
加
算
共
に
１
つ
の
帳
票
を
多
職
種
で

評
価
す
る
為
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

取
り
決
め
、
ス
タ
ッ
フ
が
守
る
体
制
づ
く

り
を
実
施
し
た
。

☆
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
関
連
加
算
に
伴
う
各
ス
タ
ッ

フ
の
業
務
負
担
を
考
慮
し
、
ケ
ア
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
時
間
内
で
完
結
で
き
る
体
制

を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
実
施
し
た
。

　
☆
科
学
的
介
護
推
進
体
制
加
算

　
　
　
　
　
１
０
８
６
件
／
年

　
☆
自
立
支
援
促
進
加
算

　
　
　
　
　
１
０
８
６
件
／
年

　
一
〇
〇
％　
達
成

　
多
職
種
協
働
で
も
れ
な
く
加
算
が
取
得

で
き
た
。

　

多
職
種
連
携
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担

や
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
、
取
得

を
進
め
た
事
で
今
回
の
結
果
に
結
び
つ
い

た
と
考
え
る
。

　

令
和
３
年
度
介
護
報
酬
改
定
で
は
Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ
関
連
加
算
は
デ
ー
タ
を
入
力
、
伝
送

す
る
事
で
点
数
が
算
定
で
き
、
ケ
ア
を
提

供
し
た
結
果
は
問
わ
れ
て
い
な
い
。し
か
し
、

今
後
は
現
状
に
プ
ラ
ス
し
て
、
評
価
や
状

況
改
善
の
成
果
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
活
用
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
活
用
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
基
本
に
、
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
活
用
し
な
が
ら
、
自

立
支
援
の
取
り
組
み
を
可
視
化
し
、
ケ
ア

の
質
向
上
、
重
度
化
防
止
へ
の
取
り
組
み

を
今
年
度
は
実
践
し
て
い
き
た
い
。

目　
標

◇最優秀賞◇
峡西老健
飯野　葉子

す
る
為
、
取
得
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
取
り

決
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
事
が
重
要
と

考
え
た
。

❶
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
各
加
算
の
責
任
者
を
決
定

　
⑴
科
学
的
介
護
推
進
体
制
加
算

　
⑵
自
立
支
援
促
進
加
算

　
⑶
褥
瘡
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算

　
⑷
排
せ
つ
支
援
加
算

　

⑸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
加
算

　
⑹
栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算

　
私
は
⑴
⑵
の
責
任
者
を
担
う
。

　

ま
た
デ
ー
タ
集
計
業
務
は
責
任
者
の
み

が
取
り
扱
う
事
を
決
め
る
。

❷
３
か
月
毎
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理

・
３
か
月
毎
の
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
管

理
シ
ス
テ
ム
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
関
連
加
算
を

追
加
し
管
理
し
て
い
く
体
制
と
決
め
る
。

（
介
護
保
険
認
定
期
間
を
基
準
に
３
グ

ル
ー
プ
構
成
）

❸
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
デ
ー
タ
提
出
の
管
理

☆
科
学
的
介
護
推
進
に
関
す
る
評
価

　
　
➡
入
所
月
／
退
所
月
／
６
か
月
毎

☆
自
立
支
援
促
進
に
関
す
る
評
価

　
　
➡
入
所
月
／
３
か
月
毎

・
月
単
位
で
の
扱
い
の
為
月
末
入
所
の
場

活
動
内
容

考　
察

結　
果
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　 たくさんの人の中で過ごすのが不安です。
一日どのくらいの人が利用していますか？

　 一日の利用者は、全体の平均は約36名
で、生活充実型グループで約21名、目標志
向型で約９名、復職準備型で約３名、共同
エリアで約６名です（令和４年６月現在）。
　朝と帰りのミーティングや昼食時は、
ホームルームに一堂に会しますが、プログ
ラムでは数名の小グループにて活動を行う
ことが多いです。集団に入る事に不安があ
る方は個別活動から始め、プログラムへの
参加の機会を徐々に増やしていくこともで
きます。利用を始める際に不安がある方は
リハセンスタッフに気軽に相談ください。
自分のペースで少しずつ慣れていく事を一
緒に考えサポートしていきます。

　 興味のある方、見学や利用をお考えの方は、スタッフまで
　 気軽にご相談ください。　☎055－282－2151

＊ホームページをぜひ、ご覧ください。 

峡西病院　リハビリのご案内 検索

【
活
動
曜
日
】
年
２
回
（
登
録
曜
日
を
越
え
て
参
加
可
能
）

【
活
動
内
容
】

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
デ
イ
ケ
ア
）
は
、
利
用
さ
れ
る
方
と

協
働
し
て
「
暮
ら
し
に
お
け
る
目
標
の
実
現
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
デ
イ
ケ
ア
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
は
、
利
用
さ
れ
る
方
の
目
標
に
沿
っ
て

運
営
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
デ
イ
ケ
ア
に
必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の

活
動
は
何
か
」
に
つ
い
て
、
利
用
さ
れ
る
方
と
意
見
を
交
わ
す
の
が
、
メ
ン

バ
ー
総
会
で
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
現
在
の
デ
イ
ケ
ア
で
提
供
さ
れ
て
い
る
活
動
が
、
健
康

の
維
持
や
日
々
の
暮
ら
し
、
目
標
の
実
現
に
役
立
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

利
用
さ
れ
る
方
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
方
法
に
つ
い

て
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
さ
れ
る
方
が
、
お
互
い
に
安
心

安
全
に
過
ご
す
た
め
に
、ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
、

話
し
合
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
総
会
は
、
デ
イ
ケ
ア
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
時
間
で
あ
り
、

意
見
を
交
わ
す
こ
と
を
通
し
て
、
お
互
い
を
理
解
し
合
い
、
よ
り
よ
り
関
係

性
を
育
む
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　
生
活
充
実
型
・
目
標
志
向
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
メ
ン
バ
ー
総
会
」

　
復
職
準
備
型
プ
ロ
グ
ラ
ム 

プログラム紹介

　

6
月
23
日
に
芝
生
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
日
ま

で
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
と
て
も
良
く
晴

れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
が
大
き
な
鉄
板
で
焼
き
そ
ば
を

焼
い
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
ま
り
の
暑
さ
に
ス
タ
ッ
フ

を
心
配
し
て
く
れ
る
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

焼
き
そ
ば
は
、
ソ
ー
ス
味
と
塩
味
の
2
種
類
か
ら
選

び
、
中
に
は
お
か
わ
り
を
し
て
両
方
食
べ
比
べ
る
方
も

い
ま
し
た
。
ま
た
、
ゼ
リ
ー
も
出
て
「
涼
し
げ
だ
ね
」

と
の
言
葉
も
。
ど
ち
ら
も
味
は
大
好
評
で
し
た
！

　

お
祭
り
に
行
く
こ
と
が
難
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る

中
で
す
が
、
鉄
板
で
焼
い
た
焼
き
そ
ば
や
ゼ
リ
ー
を
野

外
で
食
べ
て
、
お
祭
り
気
分
を
味
わ
え
た
よ
う
で
す
♪

　７月７日は七夕のゲーム大会が開催されました。
今年のゲームは恒例の射的や福引に加えて、「織り
姫・彦星ゲーム」を行いました。クレル病棟の制
作グループの皆さんが冬のゲーム大会で使用した
カーリングコートの裏側に天の川を描いて、星を
飾ってくれました。その天の川を超えて巨大な織
り姫様に輪投げの輪に乗った彦星様が会いに行く
ゲームです。皆さんが一生懸命彦星様を滑らせ、
多くの彦星様が織り姫様に遭えたようです。また、
短冊の願い事の裏側に栄養グループに向けて「病
院食でたべたいもの」を書いてもらいました。毎年
「願い事が思い浮かばない」と願い事を書くことを
ためらっていた方も、今年は「栗ごはん」「焼肉」

など多くの方が自分の食べたいものを短冊に
書いてくれました。皆さんの願いが叶います
ように、短冊は栄養グループへお届けします。
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＊峡西老健のホームページも
　ご覧ください。

峡西老健
の 理 念峡西老健 検索

　認知症ケア検討委員会では、パーソン・センタード・ケア（認知症をもつ人を一人の「人」として
尊重し、その人の立場に立って考え、ケアを行おうとする認知症ケアの一つの考え方）を念頭に職員
の介護知識や技術向上の為に研修会を開催し、利用者様が快適に過ごせるように活動しています。
　昨年度より委員会の活動として、短時間ケアマッピング（認知症をもつ人々が過ごす施設内で、彼
らがどの程度良い状態か良くない状態か、また、どのような行動をしているのかなど、認知症をもつ
人に焦点をあてて観察する評価方法）を導入しました。
　今年度は、短時間ケアマッピングを毎月実施し、現場スタッフと話し合い、認知症ケアの質の向上
を目指していきたいと思います。そして、これからも委員会を中心に利用者様が快適に過ごせるよう
な活動を提供していきたいと思います。

～あなたに優しく、あなたを想い、あなたと結ぶ～

認知症ケア検討委員会紹介

今月の活動記録

　
　
梅
雨
も
終
わ
っ
て
急
に
暑
く
な
っ

　
　
た
の
で
心
太
を
食
べ
ま
し
た
！

　
サ
ッ
パ
リ
し
て
て
美
味
し
か
っ
た
で
す
‼

ア
サ
ガ
オ
を
植
え
ま
し
た
！

心太を
食べました!
手作りで美味し
かった!!通所リハビリさっぱりと心太を

食べました!
おいしかったです!

一般棟

認知症専門棟

玄関前でBBQ
をしました!
すっごくいい
匂いが香って
きました（笑）
美味しそうでした!

老健の屋上で作って
いる野菜の収穫をし、
ぬか漬を作りました！
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飯塚佳菜恵
▪所属：アスピール病棟　　▪職種：看護師
◆出身地…韮崎市
◆好きな食べ物…パン・チョコレート
◆抱　負…精神科は初めてですが頑張ります！

堀越美佐子
▪所属：老健　　▪職種：看護師
◆特　技…どこでも寝られること
◆好きな食べ物…ラーメン
◆好きな色…青

内島　竜人
▪所属：老健　　▪職種：准看護師
◆趣　味…音楽鑑賞・ジオラマ
◆出身地…河口湖
◆抱　負…日々楽しく前進

名取　綾子
▪所属：老健　  ▪職種：支援相談員
◆趣　味…カフェ巡り
◆座右の銘…初心忘れるべからず
◆好きな色…みどり

佐藤　　研
▪所属：老健　　▪職種：介護福祉士
◆趣　味…犬の散歩
◆出身地…東京都
◆好きな場所…釜無川

野田　直貴
▪所属：総務　　▪職種：施設管理
◆趣　味…自動車整備
◆出身地…山梨
◆座右の銘…一暴十寒

小荒井美生
▪所属：老健リハ　　▪職種：理学療法士
◆趣　味…キャンプ
◆出身地…埼玉県
◆好きな食べ物…つけ麺

　特定医療法人南山会は常によりよい医療を行うことによって、地域社会に貢献することを目的として設
立されたものである。職員は常に技術の向上に心掛けるとともに、知性を磨き品性を養い、自己の人間形
成に努めるべきである。

■ 職業倫理
１．患者の人格の尊厳と権利を尊重し、心のこもった対応をして信頼を得ること。
２．最善の医療を提供するために、常に学術的知識と技術の習得に努めること。
３．自らの義務と責任を自覚して人格を高めること。
４．職場内外の医療専門職の権利を尊重すること。
５．医療の公共性を重んじて地域社会に貢献するとともに、法規範を遵守すること。
６．良質の医療を提供するために、自ら心身の健康保持と増進に努めること。
７．精神障害者に対する理解を深め、精神障害者がその障害を克服して社会復帰をし、自立と社会経済活

動への参加をしようとする努力に対して協力すること。
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私
は
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
動
く
こ
と

が
苦
手
で
す
。
な
の
で
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

自
由
に
動
け
る
ド
ラ
イ
ブ
や
映
画
、
温
泉
な

ど
昔
か
ら
好
き
で
し
た
。
し
か
し
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
外
出
す
る
機
会
が
減
り
、
家
で
過
ご
す

時
間
が
多
く
な
る
と
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
自

宅
で
見
る
時
間
が
多
く
な
り
、
気
付
く
と
猫

な
ど
動
物
関
連
の
物
ば
か
り
目
が
い
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
娘
も
い
つ
し
か
猫

を
飼
い
た
い
と
い
う
よ
う
に
な
り
、
命
の
大

切
さ
を
学
ぶ
機
会
に
も
な
る
と
思
い
、
猫
を

飼
う
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
色
々
と
ご
縁
が

あ
り
、
現
在
二
匹
の
猫
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
も
実
家
で
猫
の
い
る
生
活
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
皆
性
格
が
違
い
、
元
々
人
間
大

好
き
な
子
も
い
れ
ば
、
一
匹
で
過
ご
す
の
が

好
き
な
子
、
い
た
ず
ら
大
好
き
な
子
、
お
し

と
や
か
な
子
な
ど
、
ど
の
猫
も
皆
自
分
の
ペ
ー

ス
が
あ
り
、
ず
っ
と
傍
で
見
て
い
て
も
飽
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
最
近
は
、
お

て
ん
ば
な
子
を
引
き
取
り
、
私
の
手
は
傷
だ

ら
け
で
す
が
、
一
緒
に
追
い
か
け
っ
こ
を
し
た

り
、
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
た
り
、
娘
以
上
に
猫

に
対
す
る
愛
情
が
激
し
い
ら
し
く
苦
笑
い
を

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
猫
の
い
る

生
活
は
癒
し
で
あ
り
、
沢
山
の
刺
激
が
あ
り
、

日
々
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
思
う
通

り
に
外
出
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
は
猫
の
い

る
生
活
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

老 

健　
　
五
味　
　
香

　

皆
さ
ん
の
故
郷
は
ど
こ
で
す
か
？ 

私

は
富
士
の
麓
、
河
口
湖
で
学
生
時
代
を
過

ご
し
ま
し
た
。
御
坂
峠
を
越
え
、
湖
と
富

士
山
の
絶
景
が
見
え
始
め
る
と
自
分
の
故

郷
を
毎
回
誇
ら
し
く
思
い
、
同
時
に
高
校

時
代
の
ボ
ー
ト
部
の
事
を
回
想
し
ま
す
。

朝
６
時
に
湖
に
集
合
し
て
朝
練
。
当
時

の
河
口
湖
大
橋
は
ま
だ
有
料
。
し
か
し
、

ボ
ー
ト
部
は
無
料
で
橋
を
渡
る
こ
と
を
許

さ
れ
て
お
り
、
自
転
車
を
こ
い
で
大
声
で

「
お
願
い
し
ま
ー
す
」
と
言
う
の
が
毎
朝

の
恒
例
。
朝
の
澄
ん
だ
空
気
と
誰
も
触
れ

て
い
な
い
静
寂
な
湖
面
に
オ
ー
ル
を
入
れ

て
漕
ぎ
出
す
と
何
と
も
言
え
な
い
清
々
し

い
気
持
ち
に
な
る
の
は
・
・
は
じ
め
の
う

ち
だ
け
で
あ
り
、
眠
気
と
練
習
の
ハ
ー
ド

さ
に
何
度
も
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

自
転
車
で
高
校
へ
戻
る
と
授
業
は
睡
眠

時
間
と
化
し
、
休
み
時
間
に
覚
醒
を
繰
り

返
し
て
午
後
連
へ
。
仲
間
と
ま
た
、
自
転

車
を
走
ら
せ
て
湖
へ
。
監
督
が
練
習
メ

ニ
ュ
ー
を
書
き
出
す
一
文
字
目
で
そ
の
日

の
運
命
が
決
ま
り
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
は

緊
張
の
一
瞬
。
メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と
つ
に
観

光
地
で
有
名
な
、
五
重
塔
と
桜
と
富
士
山

が
同
時
に
見
え
る
そ
の
名
も
「
忠
霊
塔

ダ
ッ
シ
ュ
」
下
か
ら
上
ま
で
全
速
力
で

ダ
ッ
シ
ュ
。
テ
レ
ビ
で
あ
の
場
所
を
見
る

と
美
し
さ
よ
り
先
に
当
時
の
辛
さ
が
蘇
り

ま
す
。
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
競
技
ボ
ー

ト
の
漕
ぎ
方
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

ま
ず
、

体
育
座
り
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
進
行

方
向
に
背
を
向
け
て
座
り
、
足
元
は
板
に

靴
が
つ
い
て
固
定
さ
れ
そ
れ
を
履
き
ま
す
。

お
尻
は
レ
ー
ル
の
つ
い
た
椅
子
に
座
り
、

脚
の
屈
伸
運
動
の
脚
力
に
よ
っ
て
オ
ー
ル

で
水
を
押
し
て
漕
ぎ
進
め
ま
す
。
手
で
漕

ぐ
の
で
は
な
く
脚
で
漕
ぐ
の
で
す
。
大
学

の
花
形
は
８
人
乗
り
「
エ
イ
ト
」。
高
校

の
花
形
は
４
人
乗
り
の
「
フ
ォ
ア
」。
漕

手
４
人
に
、
コ
ッ
ク
ス
と
い
う
舵
取
り
役

が
１
人
乗
り
、
漕
手
に
レ
ー
ス
展
開
や
細

か
な
指
示
を
出
し
艇
を
ま
っ
す
ぐ
ゴ
ー
ル

ま
で
進
め
ま
す
。
私
は
２
人
乗
り
の
「
ダ

ブ
ル
」。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
資
格
を
勝

ち
取
っ
た
も
の
の
１
回
戦
負
け
。
１
人
乗

り
の
「
シ
ン
グ
ル
」
も
あ
り
ま
す
。
河
口

湖
を
見
る
度
に
こ
の
青
春
時
代
の
ボ
ー
ト

部
を
思
い
出
し
、
合
宿
や
試
合
で
沢
山
の

県
に
行
き
、
辛
い
練
習
に
耐
え
た
こ
と
、

仲
間
と
過
ご
し
た
楽
し
い
時
間
を
懐
か
し

く
感
じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
青
春
時
代

の
思
い
出
は
何
で
す
か
？

リ
ス
タ
ー
ト　
樋
口　
陽
子

　

参
議
院
選
挙
の
期
日
前
投
票
を
し

よ
う
と
市
役
所
を
訪
れ
る
と
、
会
場

近
く
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い

て
職
員
が
案
内
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
い
え
ば
去

年
に
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
い
っ
て
、

カ
ー
ド
を
発
行
す
る
と
電
子
マ
ネ
ー

な
ど
に
５
０
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が

発
行
さ
れ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ
り
ま

し
た
。
も
と
も
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
各
種
書
類
の
発
行
な
ど
役
所
で

の
手
続
き
を
し
や
す
い
よ
う
に
と
作

ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
実
際
に
は
中
々

普
及
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り

始
ま
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　

私
も
そ
れ
に
あ
や
か
っ
て
既
に

カ
ー
ド
を
発
行
は
し
た
の
で
す
が
、

そ
こ
に
い
た
担
当
者
に
聞
く
と
ど
う

や
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
第
２
弾
が
始

ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
詳
し
く
聞

く
と
、
健
康
保
険
証
登
録
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険
証
と
し

て
使
え
る
よ
う
に
な
る
）
と
、
公
金

受
取
口
座
登
録
（
口
座
を
登
録
す

る
と
、
給
付
金
な
ど
が
そ
こ
に
振

り
込
ま
れ
る
）
を
す
る
と
合
わ
せ
て

１
５
０
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
も

ら
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
案
の
定

特
典
に
つ
ら
れ
て
登
録
を
し
た
わ
け

で
す
が
、
ふ
と
考
え
る
と
い
い
よ
う

に
餌
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
な
と
考

え
る
自
分
も
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
を
発
行
す
る
と
言
え
ば

聞
こ
え
は
い
い
で
す
が
、
逆
を
い
え
ば

お
金
で
釣
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
。

こ
の
話
を
聞
い
て
ど
う
す
る
か
は
各

自
の
判
断
に
お
任
せ
し
ま
す
。　
（
も
）
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次回421号も
お楽しみに！

※敷地内全面禁煙です

今
月
も
お
あ
し
す
に
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

４日
クリニカルパス委員会
治療プログラム委員会

30日
高齢者プロジェクト

8月

夕立中に見えた虹です。

湧
き
上
が
る
入
道
雲
の
様
な
夢	

石
坂　

克
巳

雷
鳴
に
す
こ
し
ま
て
と
も
そ
う
ず
ら
よ

	

今
福　

和
人

暑あ
つ

き
日ひ

の
冷つ
め

た
き
物も
の
の
有あ
り
が
た難
き

事こ
と
に
て
口く
ち

は
盛さ
か

ん
に
動う
ご

く	

大
森
眞
知
子

夏
カ
レ
ー
仲
間
と
作
る
賑
や
か
さ	

惠　

風

入
道
雲
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
食
べ
た
い
な

	

阪
本
み
ず
ほ

担
任
の
大
き
な
声
や
入
道
雲	

塚
原　

光
明

夕
暮
れ
や
入
道
雲
が
東
か
ら	

保
坂
五
十
鈴

夏
の
海
青
い
空
に
は
太
陽
が	

渡
辺　

あ
き

み
ん
な
大
事
な
命
だ
か
ら	
渡
辺
奈
美
子


